
当
局
も
警
鐘
を
鳴
ら
す

地
銀
の
自
己
勘
定
資
金
運
用

　

超
低
金
利
環
境
下
で
収
益
力
が
低

下
す
る
な
か
、
多
く
の
地
域
銀
行
が

自
己
勘
定
資
金
運
用
事
業
へ
の
依
存

度
を
高
め
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ

て
有
価
証
券
の
投
資
運
用
方
針
を
国

債
中
心
の
も
の
か
ら
私
募
投
信
等
を

積
極
的
に
活
用
す
る
も
の
へ
と
移
行

す
る
傾
向
が
観
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、

同
じ
有
価
証
券
の
投
資
運
用
方
針
と

い
っ
て
も
、
国
債
中
心
の
運
用
方
針

と
リ
ス
ク
の
高
い
私
募
投
信
等
を
活

用
す
る
運
用
方
針
で
は
、
組
織
と
し

て
求
め
ら
れ
る
専
門
性
の
種
類
や
レ

ベ
ル
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
と
な
る
。

　

結
果
と
し
て
、
米
国
の
金
利
上
昇

等
に
起
因
す
る
保
有
有
価
証
券
の
含

み
損
の
発
生
・
拡
大
へ
の
対
処
と
し

て
、
期
間
損
失
の
計
上
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
地
銀
も
存
在
す
る
。
そ

の
た
め
、
金
融
庁
と
日
銀
も
、
地
銀

経
営
を
不
安
定
に
す
る
リ
ス
ク
に
つ

い
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
状
況
に
ま
で
な

っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
地

銀
も
、
投
資
運
用
お
よ
び
リ
ス
ク
管

理
業
務
の
水
準
向
上
の
た
め
に
専
門

人
材
の
外
部
登
用
な
ど
の
対
応
を
進

め
て
い
る
。
だ
が
、
各
地
銀
に
お
い

て
自
己
勘
定
資
金
運
用
事
業
を
ど
う

位
置
付
け
て
運
営
す
べ
き
な
の
か
と

い
う
基
本
方
針
を
明
確
に
し
た
う
え

で
、
問
題
の
原
因
を
検
証
し
な
け
れ

ば
、
解
決
策
を
誤
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。

　

以
下
、
地
銀
の
自
己
勘
定
資
金
運

用
事
業
に
つ
い
て
、「
経
営
」
と

「
事
業
運
営
」
と
い
う
二
つ
の
観
点

で
地
銀
が
抱
え
る
問
題
の
真
因
と
解

決
の
方
向
性
を
提
示
し
た
い
。

銀
行
の
社
会
的
使
命
と

株
式
会
社
の
本
質

　

金
融
機
関
の
経
営
の
観
点
で
は
、

「
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る
包
括
的
な
内

部
統
制
の
仕
組
み
の
導
入
が
金
融
安

定
理
事
会
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
や
各
国
規
制

当
局
に
よ
り
促
さ
れ
て
お
り
、
わ
が

国
で
も
メ
ガ
バ
ン
ク
を
は
じ
め
と
す

る
主
要
行
等
で
取
組
み
が
進
ん
で
い

る
。
同
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
リ
ス

ク
取
得
が
収
益
獲
得
の
源
泉
と
い
う

考
え
が
根
底
に
あ
り
、
経
営
陣
が
保

有
す
る
リ
ス
ク
資
本
を
有
効
に
活
用

し
て
い
る
か
が
客
観
的
に
評
価
さ
れ
、

積
極
的
に
リ
ス
ク
取
得
を
促
す
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
内
包
す
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
、
地
銀
へ
の
普
及
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。
自
己
資
金
運
用
事
業

も
、
こ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
基
づ

く
運
営
が
望
ま
し
い
が
、
銀
行
と
い

う
特
殊
な
業
態
の
た
め
、
課
せ
ら
れ

る
制
約
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
有
価
証
券
投
資
を
通
じ

た
自
己
資
金
運
用
は
、
銀
行
法
に
お

い
て
固
有
業
務
で
は
な
く
、
付
随
業

務
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。「
国
民
経

済
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
」（
銀

行
法
１
条
）
と
い
う
銀
行
の
社
会
的

使
命
に
鑑
み
る
と
、
自
己
資
金
運
用

事
業
が
銀
行
の
「
本
業
」
で
は
な
い

以
上
、
銀
行
の
経
営
判
断
に
お
い
て
、

日本資産運用基盤　社長　大原 啓一

地域銀行の自己資金
　運用事業のあるべき姿
小手先の対処では、
問題の根本的な解決に結びつかない

金
融
庁
・
日
銀
が
公
表
レ
ポ
ー
ト
で
地
域
銀
行
の
自
己
資
金
運
用
手
法
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
な
ど
、
運

用
事
業
の
あ
り
方
に
関
す
る
問
題
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
問
題
の
検
証
が
十
分
で
な
く
、
課

題
の
明
確
化
や
具
体
的
な
施
策
の
考
案
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
銀
行
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
経
営
・
事
業
運

営
の
基
本
方
針
が
確
立
さ
れ
ず
に
小
手
先
的
に
対
処
し
て
も
、
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
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そ
の
リ
ス
ク
資
本
配
賦
の
原
資
は
、

貸
出
や
役
務
取
引
等
の
「
本
業
」
の

期
間
利
益
に
、
保
有
有
価
証
券
の
含

み
益
を
加
え
た
も
の
に
限
定
す
る
の

が
原
則
で
あ
る
。
た
だ
し
、
銀
行
は

収
益
獲
得
の
た
め
の
自
己
資
本
活
用

を
本
質
と
す
る
株
式
会
社
で
も
あ
る
。

「
本
業
」
の
利
益
水
準
が
低
下
す
る

な
か
、
自
己
資
金
運
用
事
業
へ
の
リ

ス
ク
資
本
配
賦
は
抑
制
す
る
方
向
に

舵
を
取
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
つ

つ
、
株
式
会
社
と
し
て
収
益
獲
得
と

の
現
実
的
な
最
適
均
衡
点
を
見
い
だ

す
の
が
経
営
の
役
割
で
あ
る
。

「
含
み
損
＝
悪
」
と
い
う
考
え
は

問
題
の
本
質
を
見
誤
ら
せ
る

　

地
銀
の
自
己
勘
定
資
金
運
用
事
業

に
つ
い
て
は
、「
含
み
損
が
発
生
・

増
加
し
て
い
る
」「
事
業
収
益
の
う

ち
保
有
投
信
の
売
却
益
の
割
合
が
多

い
」
な
ど
を
問
題
視
す
る
意
見
が
多

く
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

意
見
は
、
各
地
銀
の
事
業
運
営
基
本

方
針
や
態
勢
等
の
検
証
を
欠
い
て
お

り
、
結
論
を
急
い
だ
や
や
乱
暴
な
も

の
に
感
じ
る
。
事
業
運
営
方
針
と
し

て
の
投
資
運
用
計
画
や
戦
略
は
、
取

締
役
会
等
で
経
営
が
定
め
る
事
業
目

標
を
達
成
す
る
よ
う
に
中
長
期
的
視

野
に
立
っ
て
策
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
そ
の
途
中
の
あ
る

期
間
に
お
い
て
ト
ー
タ
ル
リ
タ
ー
ン

が
マ
イ
ナ
ス
に
陥
る
こ
と
や
、
キ
ャ

ピ
タ
ル
リ
タ
ー
ン
が
マ
イ
ナ
ス
（
含

み
損
の
発
生
・
増
加
）
に
な
る
こ
と

は
十
分
あ
り
う
る
。
重
要
な
の
は
、

市
場
金
融
部
や
リ
ス
ク
管
理
部
等
に

お
け
る
投
資
運
用
お
よ
び
リ
ス
ク
管

理
の
業
務
執
行
が
、
事
業
運
営
責
任

を
担
う
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
等
が
定
め
る

中
期
投
資
運
用
方
針
や
戦
略
に
整
合

的
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

含
み
損
益
の
発
生
を
例
に
と
る
と
、

当
該
事
象
が
統
計
的
手
法
を
用
い
た

要
因
分
析
に
基
づ
き
、
中
期
方
針
・

戦
略
と
整
合
的
で
あ
る
と
論
理
的
に

説
明
で
き
れ
ば
、
問
題
が
あ
る
と
早

々
に
結
論
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
。

投
信
の
売
却
益
へ
の
依
存
も
同
様
で
、

検
証
な
く
過
度
に
問
題
視
す
べ
き
で

は
な
い
。
た
だ
し
、
含
み
損
処
理
は

期
間
損
失
の
計
上
に
直
結
す
る
の
で
、

過
大
な
含
み
損
は
、
保
有
銘
柄
の
入

替
え
を
通
じ
た
リ
ス
ク
管
理
の
機
動

性
を
損
な
う
。
ま
た
、
投
資
信
託
の

売
却
益
へ
の
依
存
は
保
有
期
間
の
短

期
化
に
つ
な
が
る
。
し
た
が
っ
て
、

投
資
運
用
や
リ
ス
ク
管
理
の
難
易
度

が
相
当
高
ま
る
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ

ト
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

多
く
の
地
銀
が
抱
え
る
問
題
は
、

方
針
・
戦
略
も
な
い
ま
ま
に
含
み
損

だ
け
が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
や
、
体

制
が
脆
弱
な
ま
ま
利
益
の
お
化
粧
を

す
る
た
め
に
投
信
の
短
期
売
買
に
走

っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

問
題
の
真
因
は
投
資
運
用
業
務

の
プ
ロ
の
不
在
で
は
な
い

　

こ
の
よ
う
な
基
本
方
針
を
念
頭
に

地
銀
の
自
己
資
金
運
用
事
業
の
現
状

を
見
る
と
、
多
く
の
地
銀
に
お
い
て

問
題
の
原
因
は
、
投
資
運
用
や
リ
ス

ク
管
理
の
現
場
で
あ
る
業
務
執
行
の

レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
経
営
や
事
業
運

営
の
レ
ベ
ル
に
所
在
す
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役
会
に

お
い
て
基
本
方
針
に
の
っ
と
っ
た
戦

略
的
な
リ
ス
ク
資
本
配
賦
が
意
思
決

定
さ
れ
ず
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
等
で
事

業
運
営
の
背
骨
と
な
り
う
る
明
確
な

中
期
投
資
運
用
・
リ
ス
ク
管
理
方
針

や
戦
略
も
策
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

こ
そ
問
題
視
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
そ
も
そ
も
基
本
方
針
を

理
解
し
た
う
え
で
、
経
営
判
断
や
事

業
運
営
を
行
え
る
専
門
性
を
持
っ
た

経
営
人
材
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

事
情
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　

業
務
執
行
レ
ベ
ル
に
投
資
運
用
や

リ
ス
ク
管
理
の
専
門
人
材
を
１
、
２

人
採
用
す
る
と
い
っ
た
小
手
先
の
対

応
で
お
茶
を
濁
す
の
で
は
な
く
、
経

営
・
事
業
運
営
レ
ベ
ル
で
の
態
勢
強

化
に
動
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
自

己
資
金
運
用
事
業
の
収
益
率
・
額
の

90
％
以
上
は
経
営
・
事
業
運
営
レ
ベ

ル
の
意
思
決
定
に
起
因
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、
問
題
の
真
因
を
放
置
す
る

こ
と
は
経
営
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
を
増

大
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
、
い
ま
一

度
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。

地域銀行の自己資金運用事業のあるべき姿

お
お
は
ら　

け
い
い
ち

03
年
３
月
東
京
大
学
法
学
部
卒
。
10

年
７
月
ロ
ン
ド
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
金
融
学
修
士
課
程
修
了
。
野
村
資

本
市
場
研
究
所
を
経
て
、
04
年
７
月

か
ら
15
年
３
月
ま
で
興
銀
第
一
ラ
イ

フ
・
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
現

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
O
n
e
）

の
東
京
・
ロ
ン
ド
ン
オ
フ
ィ
ス
で
主

に
事
業
・
商
品
開
発
業
務
に
従
事
。

15
年
８
月
に
マ
ネ
ッ
ク
ス
・
セ
ゾ
ン

・
バ
ン
ガ
ー
ド
投
資
顧
問
を
創
業
し
、

17
年
９
月
ま
で
同
社
代
表
取
締
役
社

長
。
18
年
７
月
か
ら
主
に
地
域
銀
行

に
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び

各
種
事
業
運
営
支
援
を
行
う
日
本
資

産
運
用
基
盤
の
代
表
取
締
役
社
長
。
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